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  女性比率 社会人学生比率 留学生比率 自校（学部）出身者比率 
理学 (N=9047) 19.1% 5.8% 10.0% 49.8% 
全体 (N=75197) 25.6% 16.4% 16.8% 43.8% 
 

















































































図 1. 博士課程修了直後にポストドクターなった者、民間企業に就職した者の分野比率 （2002-2006 年度修了者全体） 
                                                  
∗ 博士進路動向調査は、我が国の博士課程を 2002 年度から 2006 年度に修了した者（満期退学を含む）全員
のキャリアパスの多様性や国際流動性などを明らかにすることを目的として実施した。各大学から回収した
データの件数は 75,197 人分となっている。詳細については、科学技術政策研究所 NISTEP REPORT 126「我
が国の博士課程修了者の進路動向調査」（2009 年 3 月）を参照。 
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図 5. 規模別に見る博士課程修了直後の職業内訳（2002-2006 年度理学分野修了者全体） 
理学分野の博士課程修了者（2002-2006 年度修了者全体）の修了直後の職業に関する把握率は 78%である。図
では、修了直後の職業が「不明」であった者を除いている。なお、大学の「規模」とは、2002-2006 年度の理学分野
の博士課程修了者数が 50 人以下、51 人～250 人、251 人～500 人、501 人以上に該当する大学を、それぞれ「規
模 1」、「規模 2」、「規模 3」、「規模 4」としている。 
























任期あり 任期なし  







に限定して、修了直後から現在（2008 年 4 月 1日時点）までの職業・職階等の変更の推移を
見てみると、修了後 5 年経過した時点で、修了直後に大学に就職した者で 4 人に 3 人が、公
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次に、博士課程修了直後にポストドクターになった者では、現在の職業が不明である者の
比率が 3 割前後であることに留意する必要はあるが、年数の経過とともに助手・助教ポスト


























































































































図 8. 専攻別に見る博士課程修了直後にポストドクターになった者の現在（2002-2006 年度理学分野修了者全体） 















- vi - 
籍、第三国の国籍で占められている（図 10）。また、アメリカ合衆国については生物分野で、
ドイツについては化学及び物理分野を中心に我が国の博士課程修了者をポストドクターとし
て受け入れている（図 10, 本文 p. 58）ことから、当該国におけるこれらの分野の研究開発
活動が比較的活発であり、先進的であることをうかがわせる。他方、アジア諸国に移動した
者の大半は母国に帰国した者で占められているが、韓国及び中国に移動した者については、
日本国籍の占める割合も比較的高いなど、アジアの中でも 2通りの傾向が見られる（図 10）。 
 


































































































図 10. 博士課程修了直後の主な移動先別に見る修了者の国籍・専攻（2002-2006 年度理学分野修了者全体） 
理学分野の博士課程修了者（2002-2006 年度修了者全体）の修了直後の所在に関する把握率は 78%であり、図では移
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2008 年 7 月～10 月の間に、各大学によるデータの取りまとめ及び回収を実施した。 
 
                                                  
1 科学技術政策研究所 NISTEP REPORT 126 「我が国の博士課程修了者の進路動向調査」（2009 年 3 月）. 
2 博士進路動向調査では博士課程修了者の個人単位データを収集しているが、あくまで各機関が把握している
範囲の情報を回収したものであり、修了者個人への直接的なデータ収集は前提としていない。 
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(5) 回収状況 




種別 大学数 データ回収件数 
全大学 414 75,197 件
 国立 75 55,133 件
 公立 48 3,234 件
 私立 291 16,830 件
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番号 設問内容 詳細 把握率
Q1 性別 修了者の性別を回答。 99.2% 
Q2 国籍 国または地域を回答。 98.5% 
Q3 年齢 博士課程修了時の年齢を回答。 97.2% 
Q4 博士修了年度 博士課程修了年度（2002～2006 年度）を回答。 100 % 
Q5 学位の有無 「学位あり（博士号取得）」「学位なし（満期退学）」から回答。 99.6% 
Q6 学生の種類 「一般学生（社会人、留学生除く）」「社会人学生」「留学生」から回答。 96.3% 
Q7 研究分野 博士課程在籍時の研究分野を回答。 97.8% 
Q8 主な経済的支援 在籍時に受けていた主たる経済的支援の財源を回答。 60.1% 
Q9 COE での経験 在籍時の「21 世紀 COE プログラム」拠点での研究経験の有無を回答。 64.0% 
Q10 民間インターン 在籍時の民間企業・非営利団体などでのインターン経験の有無を回答。 55.5% 
Q11 国外研究経験 在籍時の国外機関での研究経験の有無を回答。 54.9% 
Q12 学部での所属 学部在籍時に所属していた大学が博士課程と同一かを回答。 88.0% 
Q13 職業（修了直後） 博士課程修了直後に就職した職業を回答。 77.0% 
Q14 所属（修了直後） 博士課程修了直後に就職した機関種を回答。 76.5% 
Q15 所在（修了直後） 博士課程修了直後に就職した勤務先の所在（国・地域）を回答。 77.1% 
Q16 業種（修了直後） 博士課程修了直後に就職した所属機関の業種を回答。 76.5% 
Q17 常勤（修了直後） 博士課程修了直後に就職した職業の常勤／非常勤を回答。 63.6% 
Q18 任期（修了直後） 博士課程修了直後に就職した職業の任期の有無を回答。 56.0% 
Q19 職業変更 2008 年 4 月 1 日時点の職業・職階等が修了直後と異なるかを回答。 54.4% 
Q20 職業（現在） 現在（2008 年 4 月 1日）の職業を回答。 52.7% 
Q21 所属（現在） 現在（2008 年 4 月 1日）の機関種を回答。 52.5% 
Q22 所在（現在） 現在（2008 年 4 月 1日）の勤務先の所在（国・地域）を回答。 52.4% 
Q23 業種（現在） 現在（2008 年 4 月 1日）の所属機関の業種を回答。 52.4% 
Q24 常勤（現在） 現在（2008 年 4 月 1日）の職業の常勤／非常勤を回答。 50.6% 
Q25 任期（現在） 現在（2008 年 4 月 1日）の職業の任期の有無を回答。 48.1% 
 図表 2. 博士進路動向調査における調査項目と把握率 （2002-2006 年度修了者全体） 
 





ら 2006 年度まで徐々に増加し、2006 年度時点で 16,000 人を超えている（図表 3）。その内
実を見てみると、博士課程修了者に占める社会人学生比率が増加している一方で、一般学生
（社会人及び留学生を除く）の比率は減少傾向にある。 
博士課程修了者（2002-2006 年度修了者全体）の年齢層を見てみると、34 歳以下が 7割を












66.5% 64.0% 62.4% 61.9% 61.2%
13.4% 15.0% 16.5%
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29歳以下 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60歳以上 不明  
図表 4. 学生種別に見る年齢内訳 （2002-2006 年度修了者全体） 
学生種別が「不明」であった 2,774 人については図示していない。博士課程修了者（2002-2006 年度修了者
全体）の平均年齢は、一般学生で 30.9 歳、社会人学生で 39.9 歳、留学生で 34.1 歳、博士課程修了者全体














図表 5. 留学生修了者数の国籍別推移 

























































図表 C1-1. 米国における博士号取得者数の推移 
National Opinion Research Center(NORC),“Doctorate Recipients from United States Universities: 
Summary Report 2006”, Table 1 より作成。 
 
                                                  
3 National Science Foundation, “US Doctorates in the 20th Century”, Special Reports (NSF 06-319), 
p.7 (2006). 
4 米国内の博士号を授与する機関を対象とした調査”Survey of Earned Doctorates(SED)”を参照。この
調査では、各機関は自機関の博士号取得者に対して学位授与時に調査し、その回答を提出する義務を負っ
ている。調査項目には、生年、性別、国籍、教育歴、学問分野、卒業後の進路等が含まれる。 
















































図表 C1-2. 米国における博士号取得者数の推移（1986 年-2006 年） 





1 中国 4774人 30.0%
2 インド 1742人 10.9%
3 韓国 1648人 10.4%
4 台湾 718人 4.5%
5 カナダ 561人 3.5%
6 トルコ 454人 2.9%
7 日本 322人 2.0%
8 タイ 268人 1.7%
9 ドイツ 257人 1.6%
10 ロシア 253人 1.6%
外国人総数
（158国・地域） 15916人 100.0%  
図表 C1-3. 米国の博士号取得者に占める外国人の出身国・地域（2006 年） 
National Opinion Research Center(NORC),“Survey of Earned Doctorates”より作成。 

























図表 6. 博士課程修了者の分野内訳 （2002-2006 年度修了者全体） 
 
2002 2003 2004 2005 2006
理学 1626 1742 1769 1901 2009 9047
工学 3189 3357 3486 3920 3944 17896
農学 1132 1169 1243 1215 1296 6055
保健 4291 4464 4571 4668 5161 23155
人文 1325 1362 1422 1439 1475 7023
社会 1183 1347 1455 1445 1530 6960
その他 617 612 677 730 803 3439
不明 349 341 297 264 371 1622








て、社会科学分野では 45%、人文科学分野に至っては 33%に留まっている（図表 8）。自然科
学系とそれ以外の研究分野で博士号の取得状況が大きく異なっており、特に人文・社会科学
分野の進路動向を分析する際には注意が必要である。 






























































率 （2002-2006 年度修了者全体） 


































































図表 10. 博士課程修了者の修了直後の職業詳細 （2002-2006 年度修了者全体） 
 































































































































































































































































































































24.1% 27.5% 29.5% 29.0%
33.9%

















図表 C2-1. 米国の新規博士号取得者のうち、就職などが決まっている者の推移 
NORC,“2006 Doctorate Recipients from United States Universities: Summary Report”, Table 
29. “Postdoctoral study”には、“Postdoctoral fellowship”、” Postdoctoral research 
































図表 C2-2. 米国の新規博士号取得者のうちポストドクター等になる者の比率 
NORC,“2006 Doctorate Recipients from United States Universities: Summary Report”,Table 28. 
ただし、新規博士号取得者のうち進路などが決まっている者に対する比率を示す。 
                                                  
5 1986 年と 2006 年では、博士号取得者のうち進路が決定している者と未定の者の割合はほぼ同じである。 
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【コラム 3】英国の博士課程修了者のうちポストドクターになる者 
 博士進路動向調査と調査対象年がほぼ同時期の 2003 年から 2005 年までの英国における
博士課程修了者の進路動向を見てみると、博士課程修了者数は 1万 2千人台で推移してお
り、大きな変化は見られない（図表 C3-1a）。そのうち英国籍（UK-domiciled）の占める割
合は 6割弱、その他の EU 圏内出身者が約 1割となっている。EU 圏外出身者（外国人）に













図表 C3-1. 英国の博士号取得者の属性と進路 
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1-3-2 博士課程修了者の修了後の職業・職階等変更 












2008 年 4 月 1 日現在でどのセクターに所属しているかを見てみると、特に大学や民間企業
















図表 16. 博士課程修了直後の所属別に見るその後の職業・職階等変更の比率 ～大学・
公的研究機関・民間企業のみ～（2002-2006 年度修了者全体） 







































































現在（2008 年 4 月 1 日時点）の所属 
博士課程修了直後の所属 





































ポストドクター 大学教員 その他の研究・開発者 医師、歯科医師、獣医師、薬剤師 その他 不明  
図表 19.  博士課程修了後に職業・職階等を変更した者の現在の職業（2002-2006 年度修
了者全体） 
博士課程修了者（2002-2006年度修了者全体）の修了直後の職業に関する把握率は 77%、2008年 4 月 1 日時
点の職業・職階等が修了直後と異なっているか否かを示す「職業変更」（職階、所属などの変更を含む）の把握















によれば、ポストドクターの 16%が 6 年以上のポストドクター経験を有していることが明ら




















































































































































1年以下 2年 3年 4年 5年 6年以上 無回答
 














大学・公的研究機関の研究者（短大・高専教員を含む） 1.62 1.48 1.64 1.43 1.92 1.79 1.73
企業（ベンチャー企業を除く）の研究者・技術者 0.68 0.78 0.98 0.45 0.00 0.02 0.27
ベンチャー企業の研究者・技術者 0.24 0.31 0.41 0.14 -0.08 -0.18 -0.27
大学・公的研究機関の研究支援者・補助者（技官など） -0.07 -0.12 -0.12 -0.62 0.55 0.03 0.40
国家公務員、地方公務員 -0.08 -0.12 0.33 -0.16 -0.38 -0.25 0.40
学術関連のコミュニケーター職（科学記者など） 0.05 -0.24 -0.12 -0.50 0.02 -0.18 -0.27
産学連携コーディネーター職 -0.32 -0.31 -0.37 -0.66 -0.53 -0.31 -0.40
知的財産関連職（弁護士など） -0.48 -0.66 -0.63 -0.63 -0.73 -0.97 -0.53
企業（ベンチャー企業を含む）の研究者・技術者以外の職 -0.59 -0.58 -0.70 -0.84 -0.58 -0.66 -0.60
小学校・中学校・高等学校の教員 -0.60 -0.70 -0.90 -1.14 -0.65 -0.66 -0.47
医師、歯科医師、獣医師、薬剤師 -0.65 -1.00 -0.68 0.10 -0.98 -1.03 -0.47
起業家 -0.74 -0.64 -0.79 -0.95 -0.55 -0.80 -1.00
大学・公的研究機関の上記以外の職（事務など） -0.93 -1.00 -1.00 -1.21 -0.60 -0.87 -0.87
経営専門職（公認会計士、税理士など） -1.05 -1.19 -1.06 -1.08 -0.95 -1.10 -0.73
塾・予備校の講師 -1.08 -1.21 -1.35 -1.43 -0.98 -1.20 -0.80




                                                  
6 我が国の大学、公的研究機関等に対し、所属するポストドクターの１割程度の者を調査対象者として抽
出してもらい、当該機関で選ばれた調査対象者が直接、Web 上の調査票に回答する方法を採用した調査で
ある。総依頼者数は 1,564 名、有効回答者数は 1,035 名（有効回答率 66.2%）。なお、総依頼者数は、我
が国のポストドクターの総数 16,394 名（2006 年度実績）に対して約 1割に当たる。 
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【コラム 5】米国の外国人博士号取得者の国際流動 
 米国の新規博士号取得者のうち、外国人（一時ビザ）については、博士課程修了後、米
国内に留まることを決めている者の割合が増加する傾向にあり、過去 20 年間で約 20 ポイ
ント高くなっている（図表 C5-1）。出身国・地域別に見ると、2006 年の新規博士号取得者
では、中国とインド出身者で 9 割近くの者が米国内に滞在を予定しており、韓国や日本出








































































































































日本 母国 第三国 不明
 


































































































































ポストドクター 大学教員 その他の研究・開発者 医師、歯科医師、獣医師、薬剤師 その他（教育関係職、専門知識を要する職、起業を含む） 不明  























 理学分野の博士課程修了者数は年々増加しており、2006 年度には 2,000 人を超えている
（図表 28）。博士課程修了者に占める一般学生（社会人及び留学生を除く）、留学生、社会






83.9% 86.3% 81.7% 81.3% 82.3%
5.5% 5.4% 6.1% 5.9% 5.9%
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  女性比率 社会人学生比率 留学生比率 自校出身者比率 
理学 (N=9047) 19.1% 5.8% 10.0% 49.8% 







































29歳以下 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60歳以上 不明
 
図表 30. 学生種別に見る年齢内訳 （2002-2006 年度理学分野修了者全体） 
学生種別が「不明」であった 110 人については図示していない。理学分野の博士課程修了者（2002-2006
年度修了者全体）の平均年齢は、一般学生で 29.0 歳、社会人学生で 39.7 歳、留学生で 33.2 歳、修了者
全体で 30.0 歳となっている。 
  




































いで「運営費交付金等内部資金」、「21 世紀 COE プログラム」となっている（図表 33）。特
に、我が国の博士課程修了者全体と比べると、理学分野の修了者については、博士課程在籍
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2-2 規模別に見る博士課程修了者の特徴 
 
 まず、理学分野における博士課程修了者数の輩出実績（2002-2006 年度の 5年間の総数）
を、50 人以下、51 人～250 人、251 人～500 人、501 人以上の 4 区分に分け、それぞれの規
模に該当する大学を「規模 1」、「規模 2」、「規模 3」、「規模 4」と称することにする。2002-2006
年度に理学分野の博士課程修了者を輩出した実績のある大学は計 102 校であり、「規模 1」、
















図表 35. 規模別に見る博士課程修了者総数（2002-2006 年度理学分野修了者全体） 
大学の「規模」とは、2002-2006 年度の理学分野の博士課程修了者数が 50 人以下、51 人～250 人、251 人～
500 人、501 人以上に該当する大学を、それぞれ「規模 1」、「規模 2」、「規模 3」、「規模 4」としている。カッコ内















































数学 物理 化学 生物 地学 その他  
図表 36. 規模別に見る修了者の専攻別内訳 （2002-2006 年度理学分野修了者全体） 







































みると、規模の大きい大学ほど、「21 世紀 COE プログラム」や「日本学術振興会特別研究員」
による支援を受けた者の割合が高い（図表 39）。このような状況もあり、博士課程在籍時に


























経済的支援あり 経済的支援なし 不明  


























































































































































図表 40. 大学規模別に見る博士課程在籍時の経験（2002-2006 年度理学分野修了者全体） 
(a) COE 拠点での研究経験の有無 
(b) 民間企業等でのインターン経験の有無
(c) 国外機関での研究経験の有無 




















規模１ 規模２ 規模３ 規模４  












































































数学 物理 化学 生物 地学 その他  




















































































経済的支援あり 経済的支援なし 不明  













































































了者（2002-2006 年度修了者全体）のうち、約 1/3 は 21 世紀 COE 拠点での研究経験の有無が
不明であることに留意する必要があるものの、近畿地方の修了者については、他の地域より
も 21 世紀 COE 拠点での研究経験のある者が多く、逆に中国・四国地方の修了者については、
21 世紀 COE 拠点での研究経験の無い者の比率が圧倒的に高くなっている（図表 46）。民間
企業等でのインターン経験は、どの地域においても低調である。また、国外機関での研究経


















































































4.2% 6.3% 5.2% 3.3% 4.0% 9.3% 5.3%
71.7%
53.8% 47.9% 53.9% 50.3% 44.9% 54.4%
24.1%

























図表 46. 地域別に見る博士課程在籍時の経験（2002-2006 年度理学分野修了者全体） 
(a) COE 拠点での研究経験の有無 
(c) 国外機関での研究経験の有無 
(b) 民間企業等でのインターン経験の有無











































男性 女性 不明  
図表 47. 専攻別に見る博士課程修了者に占める男女比率（2002-2006 年度理学分野修了者
全体） 




















































































































































図表 49. 専攻別に見る留学生修了者の国籍分布 （2002-2006 年度理学分野修了者全体） 

























図表 50.留学生修了者の国籍別に見る専攻内訳 （2002-2006 年度理学分野修了者全体） 
理学分野の留学生修了者が多い上位 5カ国の出身者（国籍）について図示している。 
 
2-4-2 博士課程在籍時の状況 （経済的支援、経験） 

















































0.7% 0.8% 0.5% 0.4% 1.4% 1.1% 0.7%
58.0% 51.0% 53.5% 56.3% 43.8%
58.1% 53.4%
































































図表 51. 専攻別に見る博士課程在籍時の経験 （2002-2006 年度理学分野修了者全体） 
(a) COE 拠点での研究経験の有無 
(c) 国外機関での研究経験の有無 
(b) 民間企業等でのインターン経験の有




































・ 博士課程在籍時の「21 世紀 COE 拠点での研究経験」の有無については、生物、化学、
物理専攻において少なくとも 3割近くの修了者が経験を有している。 























77.9% 76.7% 78.2% 75.8%
66.1%
61.7%































　　ポストドクター 3087 (34.1%) 2555 (34.9%) 532 (30.8%)
　　専任大学教員（高専、短大、共同利用機関を含む）（合計） 441 (4.9%) 345 (4.7%) 95 (5.5%)
　　　　助手 238 (2.6%) 190 (2.6%) 48 (2.8%)
　　　　助教 98 (1.1%) 82 (1.1%) 15 (0.9%)
　　　　専任講師 67 (0.7%) 48 (0.7%) 19 (1.1%)
　　　　助教授・准教授 29 (0.3%) 19 (0.3%) 10 (0.6%)
　　　　教授 9 (0.1%) 6 (0.1%) 3 (0.2%)
　　上記以外の大学教員（職階不明を含む） 383 (4.2%) 263 (3.6%) 120 (6.9%)
　　大学以外での研究グループ・リーダー、主任研究員 59 (0.7%) 47 (0.6%) 12 (0.7%)
　　その他の研究・開発者 1678 (18.5%) 1420 (19.4%) 258 (14.9%)
非研究・開発職
　　教育関係職 （合計） 204 (2.3%) 175 (2.4%) 29 (1.7%)
　　　　教員（幼稚園・養護学校・小学校・中学校・高等学校） 145 (1.6%) 124 (1.7%) 21 (1.2%)
　　　　その他の教育職（塾・予備校講師など） 30 (0.3%) 25 (0.3%) 5 (0.3%)
　　　　上記以外の教育関係職（事務など） 29 (0.3%) 26 (0.4%) 3 (0.2%)
　　専門知識を要する職　（合計） 269 (3.0%) 226 (3.1%) 43 (2.5%)
　　　　医師、歯科医師、獣医師、薬剤師 6 (0.1%) 4 (0.1%) 2 (0.1%)
　　　　知的財産関連職（弁護士、弁理士など） 12 (0.1%) 11 (0.2%) 1 (0.1%)
　　　　経営専門職（公認会計士、税理士など） 2 (0.0%) 1 (0.0%) 1 (0.1%)
　　　　産学連携コーディネーター 2 (0.0%) (0.0%) 2 (0.1%)
　　　　科学技術コミュニケーター（科学記者、学芸員など） 19 (0.2%) 16 (0.2%) 3 (0.2%)
　　　　その他の専門知識を要する非研究・開発職 228 (2.5%) 194 (2.7%) 34 (2.0%)
　　公務員（教育関係職、専門知識を要する職を除く） 55 (0.6%) 47 (0.6%) 8 (0.5%)
　　その他の非研究・開発職（事務職など） 123 (1.4%) 97 (1.3%) 26 (1.5%)
起業（ベンチャーなど） 12 (0.1%) 11 (0.2%) 1 (0.1%)
学生 390 (4.3%) 321 (4.4%) 69 (4.0%)
専業主夫・婦 28 (0.3%) 3 (0.0%) 25 (1.4%)
無職（専業主夫・婦を除く） 226 (2.5%) 176 (2.4%) 50 (2.9%)
その他（上記で分類できない職業） 93 (1.0%) 79 (1.1%) 14 (0.8%)
不明 1999 (22.1%) 1551 (21.2%) 448 (25.9%)




（注）男女の合計と全体の総数が一致しないのは、性別不明が 1 名存在することによる。 
図表 53. 理学分野における博士課程修了直後の職業詳細（2002-2006 年度修了者全体） 












































































































































































任期あり 任期なし  
























任期あり 任期なし  










的に高くなっている（図表 60）。また COE 拠点での研究経験がない者と比較しても、研究・
開発職に就く比率が高くなっていることから、博士課程在籍時の COE 拠点での研究経験は、
研究・開発職へのキャリアに繋がっていることがわかる。ただし、ここでは修了直後の職業
が不明であった者（経験あり 310 人、経験なし 816 人）は除外している。 







































図表 60. 博士課程在籍時の COE 拠点での研究経験の有無と修了直後の職業との関係性
（2002-2006 年度理学分野修了者全体） 
博士課程在籍時の COE 拠点での研究経験の有無に関する把握率は 68%である。図では、博士課程修了直





















0% 20% 40% 60% 80% 100%
民間企業等でのインターン経験あり (N=66)
民間企業等でのインターン経験なし (N=4834)






なし計 1,077 人）を除いている。 






生、専業主夫・婦、無職）であった者、一般学生で計 955 人（経験あり 51 人、経験なし 904















































年度理学分野修了者全体）が、2008 年 4 月 1日時点でどのセクターに移動しているかを図表 
63 に示す。2008 年 4 月 1日時点での所属機関が不明である割合が、修了直後に大学及び公
的研究機関に所属した者で 34%、民間企業に就職した者では 45%であることに留意する必要





関、民間企業の各セクターに就職した者のうち、2008 年 4 月 1日時点で職業・職階等を変更
している者の割合を集計したものである。少なくとも、2008 年 4 月 1 日時点における職業・
























































変更（所属などの変更を含む）の有無が把握されていいる者について、2008 年 4 月 1 日時点の職業・職階等
が修了直後と異なっている比率を示す。 
博士課程修了直後の所属 
現在（2008 年 4 月 1 日時点）の所属 
























修了直後に大学、公的研究機関、民間企業に就職したことが判明している者について、2008 年 4 月 1 日時
点で職業・職階等を変更（職階、所属などの変更を含む）している者の割合を示す。 
 





























ポストドクター 大学教員 その他の研究・開発者 その他  
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次に、博士課程修了直後にポストドクターになった者について、修了直後から現在（2008



































































































































































比較的高いなど、アジアの中でも 2通りの傾向が見られている（図表 71）。 
次に、博士課程修了直後の移動者数が多い上位4カ国について移動者の専攻内訳を見ると、





































































日本 母国 第三国 不明  


















































































ポストドクター 大学教員 その他の研究・開発者 その他（教育関係職、専門知識を要する職業、起業含む） 不明  


















































































































































































































































国内 国外  
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任期あり 任期なし  
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23.4% 20.8%
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4.9% 3.3% 5.6% 10.0% 2.5%
5.5%


































































































図表C6-1. 英国の博士課程修了者（英国籍）の職業 ～研究・教育職の専攻別比率～ 
Vitae, “What do researchers do?”(2009)より抜粋。 
(a) 英国内の研究職(Research occupations in UK)に就いた者 ※全セクター対象 
(b) 高等教育機関の研究スタッフ(Research staff in higher education)になった者 
(c) 高等教育機関の教育職(Teaching and lecturing in higher education）に就いた者 

































































































































































9.1% 5.9% 14.7% 8.2% 9.9% 16.1%


















































































































































































図表 90. 専攻別に見る博士課程修了直後の所在（2002-2006 年度理学分野修了者全体） 
理学分野の博士課程修了者（2002-2006 年度修了者全体）の修了直後の所在に関する把握率は 78%である。
修了直後の所在が不明であった者及び非該当の者（学生、専業主夫・婦、無職）は除く。 
































常勤 非常勤  























任期あり 任期なし  















































































































































































































































































































































・ 博士課程修了直後と現在（2008 年 4 月 1日時点）の職業・職階等変更（所属な
どの変更を含む）の有無が把握できている者について見ると、修了直後に大学、
公的研究機関、民間企業のそれぞれに就職した者では、職業・職階等を変更す
る比率は大学に就職した者で 68%、公的研究機関で 44%、民間企業で 13%となっ
ており、大学に就職した者については職業・職階等を変更する割合が高いこと
がわかる。 
・ 同じく、博士課程修了直後と現在（2008 年 4 月 1日時点）の職業・職階等変更
（所属などの変更を含む）の有無が把握できている者について見ると、博士課












の、修了後 5 年経過した時点において少なくとも 32%の者はポストドクターの
職に留まっている。 





























































































対象機関 調査実施日 対応者 
岡山大学 9 月 17 日 鎌田 堯 自然科学研究科教授 （分子生物学講座） 
埼玉大学 10 月 28 日 井上 金治 理工学研究科副研究科長（理学部長） 
若狭 雅信 理工学研究科教授（基礎化学コース長） 
高橋 是美 理工学研究科支援室 事務長代理 
神戸大学 11 月 18 日 内田 正博 キャリアセンター長・国際文化学研究科教授 
大西 洋 理学研究科教授（化学専攻） 
尾崎 まみこ 理学研究科教授 （生物学専攻） 
広島大学 11 月 19 日 原田 淳 キャリアセンター准教授 
森川 泰彦 キャリアセンター主査 
金沢大学 11 月 27 日 福森 義宏 大学院自然科学研究科長 
 













・ 岡山大学大学院自然科学研究科は、平成 17 年 4 月に、岡山大学の基本理念である「人
間社会の持続的進化のための新たなパラダイム構築」の一翼を担う総合大学院とし
て現在の体制に移行しました。理学部、工学部および農学部を基礎学部として、博
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① 理学系博士課程修了者の属性 






































































































































岡山大学理学 0.0% 3.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.1% 0.0% 48.5% 9.1% 12.1% 3.0% 0.0% 6.1% 3.0% 3.0% 0.0% 6.1% 0.0%







































































































































岡山大学理学 23.6% 6.9% 2.1% 8.3% 12.5% 0.7% 25.0% 2.1% 0.0% 0.0% 3.5% 15.3% 144
理学全体 14.9% 17.9% 2.2% 5.6% 10.8% 1.3% 15.3% 0.8% 0.1% 0.7% 7.1% 23.3% 9047  


























































































































岡山大学理学 9.0% 27.8% 1.4% 0.0% 38.2% 0.7% 0.7% 10.4% 0.7% 0.0% 12.5% 2.8% 2.8% 20.8% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 0.0% 25.0% 2.8% 3.5% 15.3% 144



























































































































岡山大学理学 73.3% 1.2% 1.2% 3.5% 0.0% 0.0% 0.0% 5.8% 15.1% 86 45.5% 24.2% 3.0% 3.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 24.2% 33
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程に６つのコースが置かれています。 




















































































































































埼玉大学理学 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 42.9% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 21.4% 0.0% 7.1% 0.0% 14.3% 0.0%




図表 99. 埼玉大学の理学系留学生修了者の国籍 （2002-2006 年度修了者全体） 






























































































































埼玉大学理学 0.0% 21.8% 2.3% 11.5% 18.4% 0.0% 24.1% 0.0% 0.0% 2.3% 4.6% 14.9% 87
理学全体 14.9% 17.9% 2.2% 5.6% 10.8% 1.3% 15.3% 0.8% 0.1% 0.7% 7.1% 23.3% 9047  























































































































埼玉大学理学 5.7% 26.4% 1.1% 0.0% 33.3% 0.0% 4.6% 13.8% 0.0% 0.0% 18.4% 2.3% 0.0% 12.6% 0.0% 9.2% 0.0% 1.1% 1.1% 24.1% 2.3% 4.6% 14.9% 87




















































































































埼玉大学理学 72.5% 0.0% 4.3% 2.9% 0.0% 0.0% 0.0% 5.8% 14.5% 69 35.7% 21.4% 0.0% 21.4% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 7.1% 14




図表 102. 埼玉大学の理学系博士課程修了者の修了直後の所在 （2002-2006 年度修了者全
体） 








生を入れて 165 名）、大学院理学研究科の前期課程で 120 名、後期課程で 30 名と比
較的少ないのですが、一方で 100 名を越す教員を擁しています。つまり、教員と学
生が密に接する少人数専門教育が神戸大学理学部・理学研究科の大きな特徴です。 




































































































































































神戸大学理学 10.6% 19.7% 5.9% 6.9% 12.2% 0.5% 20.2% 0.0% 0.0% 0.0% 7.4% 16.5% 188
理学全体 14.9% 17.9% 2.2% 5.5% 10.8% 1.3% 15.3% 0.8% 0.1% 0.7% 7.1% 23.3% 9047 























































































































神戸大学理学 4.8% 27.7% 3.2% 0.5% 36.2% 0.0% 2.7% 8.0% 0.5% 1.1% 12.2% 6.9% 0.0% 17.6% 0.0% 0.5% 0.0% 0.0% 2.1% 20.2% 0.5% 7.4% 16.5% 188




















































































































神戸大学理学 69.3% 0.0% 0.7% 4.7% 0.0% 0.0% 0.0% 8.0% 17.3% 150 45.0% 30.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 10.0% 20




図表 106. 神戸大学の理学系博士課程修了者の修了直後の所在 （2002-2006 年度修了者全
体） 






































































































































































広島大学理学 0.0% 0.0% 0.0% 1.9% 0.0% 0.0% 0.0% 1.9% 7.4% 18.5% 16.7% 0.0% 9.3% 0.0% 13.0% 1.9% 22.2% 1.9% 5.6% 0.0%






























































































































広島大学理学 15.0% 14.7% 4.5% 7.7% 8.0% 1.6% 18.8% 0.3% 0.6% 0.0% 9.9% 18.8% 313
理学全体 14.9% 17.9% 2.2% 5.6% 10.8% 1.3% 15.3% 0.8% 0.1% 0.7% 7.1% 23.3% 9047  
図表 109. 広島大学の理学系博士課程修了者の修了直後の所属 （2002-2006 年度修了者全
体） 





















































































































広島大学理学 9.3% 15.0% 9.9% 0.6% 34.8% 0.0% 6.7% 0.6% 0.6% 0.0% 8.0% 7.0% 0.0% 17.3% 0.0% 0.6% 0.0% 1.0% 0.0% 18.8% 2.6% 9.9% 18.8% 313
























































































































広島大学理学 70.8% 0.5% 1.4% 2.8% 0.0% 0.0% 0.0% 9.7% 14.8% 216 33.3% 25.9% 1.9% 1.9% 1.9% 1.9% 1.9% 7.4% 24.1% 54






































































































































































金沢大学理学 0.0% 0.0% 0.0% 3.8% 0.0% 0.0% 0.0% 15.4% 0.0% 15.4% 3.8% 0.0% 11.5% 0.0% 15.4% 0.0% 15.4% 0.0% 19.2% 0.0%



































































































































金沢大学理学 8.5% 17.0% 4.3% 5.0% 9.2% 0.7% 11.3% 4.3% 0.0% 0.0% 14.9% 24.8% 141
理学全体 14.9% 17.9% 2.2% 5.6% 10.8% 1.3% 15.3% 0.8% 0.1% 0.7% 7.1% 23.3% 9047  


























































































































金沢大学理学 9.9% 14.9% 5.7% 0.0% 30.5% 0.0% 7.1% 2.1% 0.0% 0.0% 9.2% 4.3% 0.0% 9.9% 0.0% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 11.3% 5.0% 14.9% 24.8% 141




























































































・ 社会人学生の影響もあるのではないか。過去 3年間で民間企業に就職した者 13 名のうち
5名が社会人学生であった。 





























・ 少人数制、複数指導体制（主指導教員 1 名、同じ研究室の副指導教員 1 名、他分野の副
指導教員 1 名）により、学生が幅広く物事を見ることができるようになっているのでは
ないか。 






























































































































・ 学生奨励研究費を 40 名程度の学生に支給（年間 35 万円程度）している。 
・ 他大学と同様に海外大学と協定を結んでおり、短期留学制度を導入している。 
・ 来年度からではあるが、学生奨励金として、海外での学会発表を補助する予定。 
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⑤ 金沢大学 
・ 多様な場で活躍できるようにするための特別な教育を行っているわけではない。 


































































































• 昨年度から、キャリア支援室を通じて、主に理系の博士課程 3 年生を対象に就職説明
会・相談会を開催している。それ以外は、個々の指導教員が担当している。  



















• 男女共同参画室ではキャリアカフェを年に 3-4 回程度開催している。これは、メンター






























・博士・ポストドクターのためのキャリアガイダンス 8 月 31 日（キャリアセンター主催） 
・バイオメディカルサイエンス専攻内定２年生（４名）の就活体験パネルディスカッション、
講演「就職活動を始めるにあたって」 9 月 2 日 （BMS 専攻教務学生委員会主催、キャ
リアセンター共催） 











れから議論することになるが、今年 11 月から第 1 期の博士課程学生 5 名とポスドク 2
名でスタートしたばかり。 
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図表 117. 広島大学キャリアセンター「理工系大学院生のためのキャリアデザイン」 
広島大学キャリアセンター発行の「理工系大学院生のためのキャリアデザイン」において、「博士を採用して













































額を RA 経費で支援している。間接経費で支援できればなお良い。 
・ 大学院 GP に採択されるように頑張っているが、計画案の中では、課題探索型研究を単位




























・ 化学専攻の実情を見ても、大雑把に 10 人に 1人程度しかパーマネントな教員にはなれな
いことがわかる。大学教員以外のパスを想定した教育は必要である。 






・ 専門と幅広い教養の双方を身につけた T 型思考が重要で、柔軟性も必要であり、その意
味では大学院の教養科目という考え方は一定の意義があるのではないか。教養でも少人
数授業で、考える癖をつけることが重要。 









・ 進路の実績を見ると、文系の場合、例えば経営学部であれば 274 名の卒業生のうち進学
者は 7 名(H20 実績)に留まっている。一方、理系の場合、大学 4 年生の頃には、すでに
修士課程には進学するものだと考えている。例えば、理学部であれば卒業生 172 名のう
ち129名が進学し、工学部であれば卒業生573名のうち419名が進学している(H20実績)。






























































































































































































・ 博士課程を修了した者には、教職 6 年制とは別に、ある程度自動的に教員免許を与える
ようにできないか。 





































• 制度面では、理系博士を高校教員として採用する自治体がすでに 3 府県ある。教員ニー
ズはあることから、国でも免許制度を含めて検討することが必要ではないか。 








・ 企業側からすれば、大学院 5 年は長すぎるということではないか。むしろ早く採用して、自社で
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7 科学技術政策研究所 調査資料-165「日本の理工系修士学生の進路決定に関する意識調査」（2009 年 3 月）に
おいても、主要な 12 大学の理工系大学院修士課程学生へのアンケート調査（回答者数 2,531 人、回答率 19.3%）
の結果から、学生が博士課程への進学を検討する際には、経済的支援の他に、民間企業やアカデミアなどでの雇
用の増加が重要な条件であることを示唆している。 


































学生の進路志向に影響を与える可能性については、科学技術政策研究所 NISTEP REPORT 125
「理工系大学院の教育に関する国際比較調査」においても示されている。特に、産業界への
                                                  
8 ただし、科学技術政策研究所 調査資料-180「我が国における博士課程修了者の国際流動性」（2010 年 3 月）で
も明らかなように、留学生の中には母国で大学教員や公務員をしていた者もおり、博士課程修了後、母国の大学等
に復職しているケースも多い。 










































                                                  




10 関連して、全国の大学院博士課程（後期）学生 4,384 人を対象にした進路に関する意識調査（文部科学





11 関連して、科学技術政策研究所 NISTEP REPORT 125 「理工系大学院の教育に関する国際比較調査」（2008
年 3 月）では、米国メリーランド大学カレッジパーク校の物理学専攻において、同じ物理分野であっても、
専門領域以外の周辺科目の履修を必須化している事例が紹介されている。 


















                                                  
12  【海外情報】 博士課程学生を民間企業との共同研究に参画させるプログラムとしては、英国
の”Co-Operative Award in Science and Engineering (CASE)”が挙げられる。この英国の博士課程学生に
対するスチューデントシップでは、その費用の 25%を企業が負担しており、博士課程学生の主たる研究活動
の場は大学となっている。 
13 【海外情報】 Science 誌のオンラインサイト”Science Careers”では、各国の博士号取得者の多様なキ
ャリアパス事例を紹介している。2008 年 8 月 20 日の記事では、フランスの CIFRE agreement と呼ばれるフ
ァンディング・プログラムにより、基礎物理分野の博士課程学生が民間企業に雇用されながら、Ph.D.プロ
グラムのトレーニングを受ける事例が紹介されている。フランスの CIFRE agreement は 1981 年に始まった
プログラムであり、学生を雇用するフランス企業と学生を指導する大学等（国外でも可）の両者の受け入れ





の”Industrial Research Fellowships (IRF)”やスペインの”Torres Quevedo Programme (TQP)”が挙げ
られる。前者の IRF は 2 年間のフェローシップとなっており、受け入れ企業においてフェローシップ終了後
にパーマネントな雇用機会を用意していることが条件となっている。参加企業の多くは中小企業である。ま
た後者の IQP は、スペイン政府が 1990 年代半ばに始めたプログラムであり、民間企業に対し若い学位取得
者を雇用するための資金を提供することで、スペインの民間企業の研究開発を活性化すると同時に、若い科
学者の学位取得後の就職支援を目的としている。 
14 関連して、科学技術政策研究所NISTEP REPORT 136「科学技術の状況に係る総合的意識調査（定点調査2009）」
（2010 年 3 月）においても、基礎研究段階における産学官連携が現在よりも活発であるべきとの認識が示さ
れている。 





































16 【海外情報】 科学技術政策研究所 NISTEP REPORT 125 「理工系大学院の教育に関する国際比較調査」（2008
年 3 月）によれば、米国の大学院は博士課程を前提に構成されており、大学院に入学後はコースワークを通





































                                                  
18 【海外情報】 米国では、全米ポスドク協会(National Postdoctoral Association)の提言などを踏まえ、












20 National Academy of Sciences, National Academy of Engineering, Institute of Medicine, “Enhancing the 
Postdoctoral Experience for Scientists and Engineers: A Guide for Postdoctoral Scholars, Advisers, Institutions, 
Funding Organizations, and Disciplinary Societies”, p.4 (2000). 
21 同様に、科学技術政策研究所 NISTEP REPORT 136「科学技術の状況に係る総合的意識調査（定点調査 2009）」
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学生の博士課程への進学意欲を高めるためには、博士課程修了後のキャリアパスを魅力的に
することが不可欠である。 




















                                                                                                                                                   
（2010 年 3 月）によれば、望ましい能力を持つ人材が必ずしも博士課程後期を目指していないことが危惧
されている。 
22 我が国では、免許状を有しない社会人に対して、検定の合格により免許状を授与する「特別免許状」の
制度が存在しているが、2007 年度は全国で 69 件の授与にとどまっており、その更なる活用が望まれる。 
23 【海外情報】 米国では、教員になるための 1 年間の短期資格取得トレーニング・プログラムも存在して
おり、授業料は教育省の資金である”Transition to Teaching”助成金により支払われている。また、教員
免許状を必要としない高等学校も存在していることから、教員免許状を有さない博士号取得者が教員になる




24 【海外情報】Science 誌のオンラインサイト”Science Careers”では、各国の博士号取得者の多様なキャ




られており、Parliamentary Office of Science and Technology (POST)では、物理分野の博士課程学生に 3 ヶ月間のフ
ェローシップ・プログラムなども用意している。さらに米国では、博士号取得者を連邦政府の科学技術政策の場で 1
年間雇用し、実践的な経験の中でキャリア開発を行う全米科学振興協会のフェローシップ”AAAS Science & 
Technology Policy Fellowships”が存在する。 





























                                                  
25 ポストドクター等へのインタビュー調査においても、「本来は研究職が第一希望であるが、研究職は 2～3 年で転々
とするため躊躇する」、「大学教員などは雑務などもあり、研究があまりできないので大変」などの意見が聞かれており、
研究ポストの魅力不足などのために、アカデミック・キャリアに進むことを躊躇している事例も確認された。（科学技術
政策研究所 調査資料-152 「ポストドクター等のキャリア選択と意識に関する考察」参照） 
26 科学技術政策研究所 調査資料-182 「ポストドクター等の雇用状況・博士課程在籍者への経済的支援状況調





競争的資金等外部資金による雇用は、最近 5 年間で全体の 43%（2004 年度実績）から 51%（2008 年度実績）の上昇し
ており、その総数も約 2,800 人増加している。 




























                                                  
27 【海外情報】 米国の Burroughs Wellcome Fund では、バイオメディカル分野の研究を発展させるため









29 【海外情報】 科学技術政策研究所 調査資料-175 「第 3期科学技術基本計画の主要政策に関する主要国
等の比較」（2010 年 1 月）では、欧州連合(EU)における研究人材の流動化の支援策としてマリー・キューリ
ー・グラントの事例が紹介されており、欧州域内及び域外で国際的な研究経験を有する人材の復帰を支援す
るための制度が用意されている。（第 2 部第 5章より） 


































                                                  
30 「将来の産業社会の基盤を支える科学技術系大学院生のための教育改革―大学院教育の「見える化」に




















           参考資料 



















































































































合にのみ、平成 20 年 4 月 1 日時点の職業（複数ある場合は主要なもの一つ）について、13
から 18（修了直後の職業）と同じ要領で 20 から 25（現在の職業）にお答えください。 
※ 19「職業変更の有無」が「2：なし」または「3：不明」の方については、記入する必要
はありません。また、13 の「職業」と同様、20 の「職業」が「50：学生」、「60：専業
主夫・婦」、「70：無職」の場合は、以下の 21 から 25 までの入力は不要です。 
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A1-3. 「我が国の博士課程修了者の進路動向調査」Ｑ＆Ａ 
 
博士課程修了者の進路動向調査 質問&回答（Q&A）  H20.8.13 現在 
  
[調査全体に関する質問] 


























Ｑ： 記入要領において「2002 年度から 2006 年度までの博士課程修了者数（学校基本調査
で報告された数値）が回答様式に記入されていること」を確認することになっているが、例
えば、2002 年度の学校基本調査は 2001 年度内の博士課程修了者数を計上している。本調
査において、2002 年度とは前年度の 2001 年度内の博士課程修了者数のことか？ 
Ａ： いいえ。本調査において 2002 年度の博士課程修了者数は、2002 年度内（2002 年 4
月 1 日～2003 年 3 月 31 日）に博士課程を修了した者の人数を指します。 
 

















































たなければ「非常勤」、4 分の 3 以上であれば「常勤」とします。 
 




























































規模１ (N=880) 79.2% 79.5% 79.4% 78.4% 69.1% 66.5% 54.0% 
規模 2 (N=2469) 73.0% 74.0% 75.7% 73.2% 65.5% 60.8% 40.9% 
規模 3 (N=1749) 82.9% 76.0% 79.1% 73.7% 57.7% 49.8% 57.9% 
規模別
 
規模 4 (N=3949) 78.5% 78.0% 79.2% 77.9% 69.4% 66.5% 59.8% 
北海道・東北 (N=1001) 80.7% 77.2% 82.0% 74.8% 64.8% 50.9% 43.0% 
関東 (N=4058) 79.2% 77.5% 78.8% 76.8% 70.9% 67.4% 56.4% 
中部 (N=964) 77.4% 76.5% 77.8% 75.3% 21.4% 65.4% 54.4% 
近畿 (N=1915) 73.6% 73.8% 74.6% 73.2% 84.3% 59.4% 49.7% 
中国・四国 (N=594) 81.1% 80.6% 82.0% 81.6% 67.3% 63.3% 65.2% 
地域別
 
九州 (N=515) 75.7% 75.7% 76.9% 74.8% 44.5% 37.9% 54.0% 
数学 (N=857) 77.2% 75.7% 80.3% 76.1% 64.4% 60.3% 47.3% 
物理 (N=1952) 79.0% 79.6% 80.2% 78.7% 69.2% 65.0% 56.0% 
化学 (N=1656) 78.6% 77.9% 80.8% 75.6% 63.3% 60.2% 55.0% 
生物 (N=2661) 77.9% 75.9% 77.9% 75.3% 66.5% 62.2% 54.5% 
地学 (N=1105) 76.3% 73.9% 75.7% 74.6% 67.8% 65.3% 61.3% 
専攻別
 
その他 (N=816) 77.0% 74.1% 71.0% 72.8% 62.0% 52.1% 39.6% 
理学全体 (N=9047) 77.9% 76.7% 78.2% 75.8% 66.1% 61.7% 53.7% 
 
 









調査項目（詳細区分） 小区分（全般） 小区分（民間企業用） 小区分（大学職階用） 中区分 大区分
  ポストドクター ポストドクター ポストドクター ポストドクター ポストドクター ポストドクター
    助手 助手・助教（専任） - 助手・助教（専任） 大学教員（専任） 大学教員
    助教 助手・助教（専任） - 助手・助教（専任） 大学教員（専任） 大学教員
    専任講師 専任講師・助教授・准教授（専任） -
専任講師・助教授・准教
授（専任） 大学教員（専任） 大学教員
    助教授・准教授 専任講師・助教授・准教授（専任） -
専任講師・助教授・准教
授（専任） 大学教員（専任） 大学教員
    教授 教授（専任） - 教授（専任） 大学教員（専任） 大学教員
  上記以外の大学教員（職階不明を含む） 大学教員（その他） - 大学教員（その他） 大学教員（その他） 大学教員
大学以外での研究グループ・リーダー、主任研究員 その他の研究・開発者 研究グループ・リーダー、主任研究員 その他の研究・開発者 その他の研究・開発者 その他の研究・開発者
その他の研究・開発者 その他の研究・開発者 研究・開発者 その他の研究・開発者 その他の研究・開発者 その他の研究・開発者
    教員（幼稚園・養護学校・小学校・中学校・高等学教育関連職 専門知識を要する職 その他 専門知識を要する職 その他
    その他の教育職（塾・予備校講師など） 教育関連職 専門知識を要する職 その他 専門知識を要する職 その他
    上記以外の教育関係職（事務など） 教育関連職 その他 その他 その他 その他









    知的財産関連職（弁護士、弁理士など） 専門知識を要する職 専門知識を要する職 その他 専門知識を要する職 その他
    経営専門職（公認会計士、税理士など） 専門知識を要する職 専門知識を要する職 その他 専門知識を要する職 その他
    産学連携コーディネーター 専門知識を要する職 専門知識を要する職 その他 専門知識を要する職 その他
    科学技術コミュニケーター（科学記者、学芸員など専門知識を要する職 専門知識を要する職 その他 専門知識を要する職 その他
    その他の専門知識を要する非研究・開発職 専門知識を要する職 専門知識を要する職 その他 専門知識を要する職 その他
  公務員（教育関係職、専門知識を要する職を除く） その他 - その他 その他 その他
  その他の非研究・開発職（事務職など） その他 その他 その他 その他 その他
  起業（ベンチャーなど） その他 起業（ベンチャーなど） その他 その他 その他
学生 学生 - - その他 その他
専業主夫・婦 専業主夫・婦、無職 - - その他 その他
無職（専業主夫・婦を除く） 専業主夫・婦、無職 - - その他 その他
その他（上記で分類できない職業） その他 その他 その他 その他 その他













































































































数学 28 12 9 14 4 12 50 0 4 9 0 4 12 79
物理 103 21 57 24 18 18 101 33 39 3 10 18 19 223
化学 63 18 90 8 4 47 83 8 40 2 6 4 83 226
生物 72 31 85 37 25 59 123 33 27 11 6 25 59 284
地学 47 10 30 31 21 52 58 17 12 7 5 21 50 170
その他 6 1 5 2 0 5 6 5 2 0 1 0 5 19
小計 319 93 276 120 72 193 421 96 124 32 28 72 228 1001
数学 122 52 26 91 39 75 170 9 34 19 11 39 84 366
物理 348 64 147 130 54 186 325 126 163 16 15 54 176 875
化学 243 53 193 82 38 108 232 70 207 23 16 38 93 679
生物 527 103 190 136 48 266 457 196 134 36 37 48 314 1222
地学 198 29 59 64 34 95 143 92 37 17 8 34 114 445
その他 120 71 111 54 15 115 174 36 69 15 28 15 134 471
小計 1558 372 726 557 228 845 1501 529 644 126 115 228 915 4058
数学 5 15 19 34 19 33 26 3 18 7 0 19 33 106
物理 73 25 51 48 19 44 99 20 43 9 3 19 48 241
化学 42 9 24 19 9 27 42 11 24 1 8 9 26 121
生物 69 21 41 63 39 52 87 21 28 10 7 39 54 246
地学 28 11 21 37 10 29 42 15 13 8 4 10 34 126
その他 30 10 23 28 18 33 40 7 9 8 10 18 32 124
小計 247 91 179 229 114 218 336 77 135 43 32 114 227 964
数学 52 19 11 48 20 54 70 7 16 14 1 20 56 184
物理 163 26 68 52 28 114 145 69 61 3 4 28 113 423
化学 126 23 110 39 17 122 135 26 104 6 11 17 121 420
生物 258 40 60 80 50 159 251 52 54 12 21 50 157 597
地学 76 17 28 46 24 51 72 24 27 15 6 24 50 218
その他 23 8 25 11 7 6 30 9 20 1 2 7 4 73
小計 698 133 302 276 146 506 703 187 282 51 45 146 501 1915
数学 14 11 4 12 5 7 23 0 2 8 2 5 8 48
物理 31 10 46 8 2 23 40 14 36 4 2 2 20 118
化学 15 7 32 9 4 24 24 4 35 4 0 4 16 87
生物 43 28 47 27 5 21 64 21 35 8 9 5 24 166
地学 16 4 19 11 7 9 15 8 12 6 0 7 11 59
その他 11 16 31 30 18 28 36 8 10 6 2 18 36 116
小計 130 76 179 97 41 112 202 55 130 36 15 41 115 594
数学 29 6 4 21 5 14 32 4 7 11 0 5 15 74
物理 14 6 13 14 3 25 21 8 9 3 6 3 22 72
化学 24 18 22 32 11 27 40 5 28 9 3 11 27 123
生物 51 17 21 25 12 32 62 10 15 8 7 12 32 146
地学 13 10 13 25 9 26 19 7 9 8 6 9 29 87
その他 4 2 2 4 3 1 3 3 1 1 2 3 0 13
小計 135 59 75 121 43 125 177 37 69 40 24 43 125 515
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